
常任委員会審査報告

経
済
建
設
常
任
委
員
会

森
山　

昭 

委
員
長

市
民
福
祉
常
任
委
員
会

横
山
一
雄 

委
員
長

総
務
文
教
常
任
委
員
会

土
田
俊
人 

委
員
長

常
任
委
員
会
審
査
報

常
任
委
員
会
審
査
報
告

常
任
委
員
会
審
査
報
告

　

当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
の
審
査
概
要
は
、

議
第
６
号
平
成
23
年
度
三
条
市
一
般
会
計
補
正
予
算

で
は
、
ま
ち
づ
く
り
推
進
費
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成

事
業
に
申
請
し
た
自
治
会
は
６
団
体
で
、
採
択
さ
れ
た

自
治
会
は
５
団
体
で
あ
る
。
審
査
は
財
団
法
人
自
治

総
合
セ
ン
タ
ー
が
行
っ
て
お
り
、
具
体
的
な
審
査
方
法

は
公
表
さ
れ
て
い
な
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

ま
た
、
農
林
水

産
業
費
の
経
営
体

育
成
支
援
事
業
補

助
金
の
補
助
対
象

は
、
経
営
規
模
の

拡
大
を
目
指
し
て
い

る
も
の
な
ど
が
対
象

と
考
え
て
い
る
と
の

こ
と
で
し
た
。

　

当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
の
審
査
概
要
は
、

議
第
６
号
平
成
23
年
度
三
条
市
一
般
会
計
補
正
予
算

で
は
、
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
害
虫
駆
除
委
託
料
は
、

大
広
間
と
ス
テ
ー
ジ
床
下
に
羽
ア
リ
の
発
生
が
確
認
さ

れ
た
た
め
予
防
す
る
こ
と
と
な
っ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

ま
た
、
親
子
収
穫
体
験
事
業
委
託
料
の
事
業
内
容

に
つ
い
て
は
、
果
樹
と
サ
ツ
マ
イ
モ
の
収
穫
体
験
を

２
回
予
定
し
て
お
り
、
図
書
館
指
定
管
理
料
の
事
業

に
対
す
る
市
の
関
与
等
に
つ
い
て
は
、
本
の
選
定
や

購
入
は
指
定
管
理
者
が
行
い
、
市
は
チ
ェ
ッ
ク
や
選

定
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

し
て
い
る
と
の
こ
と

で
し
た
。

　

報
第
１
号
専
決
処

分
報
告
の
平
成
23
年

度
三
条
市
国
民
健
康

保
険
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
で
は
、
繰

上
充
用
金
の
減
少
要

因
と
今
後
の
国
保
運

営
に
つ
い
て
は
、
医

療
給
付
費
の
減
少
、

国
保
税
の
賦
課
額
の

　

当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
の
審
査
概
要
は
、

議
第
５
号
高
機
能
消
防
指
令
シ
ス
テ
ム
設
備
改
修
工

事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
で
は
、
も
し
も
の
際

に
は
非
常
電
源
が
あ
り
、
何
ら
か
の
故
障
に
対
し
て

は
非
常
通
話
装
置
も
あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
ま
た
、

平
成
28
年
の
消
防
救
急
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
対
応

で
き
る
も
の
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

議
第
６
号
平
成
23
年
度
三
条
市
一
般
会
計
補
正
予

算
で
は
、
子
育
て
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
管
理
状
況
に

つ
い
て
は
関
係
機
関
と
連
携
し
、
よ
り
充
実
し
た
サ

イ
ト
と
な
る
よ
う
情
報
の
更
新
を
含
め
委
託
先
の
管

理
な
ど
を
徹
底
し
て
い
き
た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

ま
た
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
に
つ
い
て
、
購
入

す
る
バ
ス
は
小
中
学
校
交
流
活
動
、
一
部
の
学
校
の

登
下
校
、
部
活
動
の

課
外
活
動
な
ど
に
使

用
し
、
現
段
階
で
は

第
一
中
学
校
区
小
中

一
体
校
が
建
設
さ

れ
、
開
校
の
際
、
こ

の
一
体
校
の
登
下
校

に
使
う
予
定
は
な
い

と
の
こ
と
で
し
た
。

　

質
疑
の
後
、
議
第

６
号
平
成
23
年
度
三

条
市
一
般
会
計
補
正

予
算
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
費
に
お
い
て
、
容
認
で

き
な
い
部
分
が
あ
る
と
の
理
由
で
反
対
の
立
場
か
ら

討
論
が
あ
り
ま
し
た
。

増
加
と
収
納
率
の
向
上
、
国
の
財
政
調
整
交
付
金
等

の
増
加
が
挙
げ
ら
れ
る
、
今
後
は
国
保
財
政
の
安
定

運
営
、
特
々
調
交
付
の
獲
得
、
収
納
率
の
向
上
等
に

努
め
る
と
も
に
、
実
績
の
検
証
結
果
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
等
の
検
討
状
況
な
ど
に
つ
い
て
報
告
し
て

い
く
と
の
こ
と
で
し
た
。

熱中症を注意喚起する
のぼり

一般質問

東
日
本
大
震
災
の
教
訓
に
つ
い
て

防
災
対
策
に
つ
い
て

熱
中
症
対
策
に
つ
い
て

学
校
の
統
廃
合
に
つ
い
て

小
中
一
貫
教
育
問
題
に
つ
い
て

県
央
地
域
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー

に
つ
い
て

修
学
旅
行
の
見
直
し
を

高
校
に
も
給
食
を

　
　

①
東
日
本
大
震
災
で
住
民
基
本
台

帳
か
ら
課
税
台
帳
、
契
約
書
な
ど
ま
で
、

す
べ
て
の
書
類
を
な
く
し
た
市
町
村
が

あ
る
。
三
条
市
も
行
政
デ
ー
タ
の
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
べ
き

だ
。②
被
災
者
や
職
員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
証
言
な
ど
を
集
め
、
追
体
験
で
き

る
記
録
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　

①
県
内
市
町
村
に
呼
び
か
け
、
情

報
シ
ス
テ
ム
最
適
化
研
究
会
を
設
け
て

お
り
、
ク
ラ
ウ
ド
化
を
目
指
し
て
い
る
。

実
現
す
れ
ば
デ
ー
タ
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

機
能
も
有
す
る
こ
と
に
な
る
。②
避
難

所
の
日
記
や
ア
ン
ケ
ー
ト
、
聞
き
取
り

な
ど
を
ま
と
め
て
い
る
。
適
切
な
記
録

と
し
て
残
し
て
い
き
た
い
。

　
　

災
害
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
と
は
別
に

「
事
業
継
続
計
画
」
が
必
要
で
は
な
い

か
。
特
に
本
庁
舎
が
壊
滅
的
被
害
を
受

け
た
時
に
事
業
継
続
す
る
た
め
の
行
動

計
画
を
策
定
す
べ
き
だ
。

　
　

三
条
市
は
平
成
21
年
に
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
発
生
時
の
業
務
継
続
計
画

を
策
定
し
た
が
、
庁
舎
が
被
災
し
た
場

合
は
想
定
し
て
い
な
い
。
今
後
、
災
害

の
種
類
を
問
わ
な
い
業
務
継
続
計
画
を

検
討
し
て
い
く
。

　
　

電
力
供
給
が
逼
迫
す
る
中
で
、
熱

中
症
対
策
を
ど
う
や
っ
て
市
民
に
啓
発

し
て
い
く
の
か
。

　
　

節
電
に
よ
り
冷
房
を
控
え
る
こ
と

で
の
熱
中
症
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
広
報
紙
・

　
　

第
一
中
学
校
区
小
中
一
体
校
の
建

設
は
形
を
変
え
た
小
学
校
の
統
廃
合
で

あ
る
と
思
う
が
、
三
条
市
教
育
委
員
会

と
し
て
の
学
校
統
廃
合
の
基
準
は
あ
る

の
か
。

　
　

学
校
の
建
て
替
え
と
統
合
計
画
に

つ
い
て
は
、
平
成
20
年
に
ま
と
ま
っ
た

教
育
制
度
等
検
討
委
員
会
の
最
終
報
告

の
提
言
を
基
本
に
、
平
成
21
年
の
耐
震

診
断
を
踏
ま
え
た
施
設
整
備
方
針
に
基

づ
い
て
進
め
て
い
る
。

　
　

教
育
委
員
会
は
、
な
ぜ
第
一
中
学

校
区
小
中
一
体
校
建
設
事
業
に
反
対
す

る
住
民
団
体
と
の
対
話
を
避
け
て
い
る

の
か
。

　
　

こ
の
建
設
に
当
た
っ
て
は
各
委
員

会
、
協
議
会
、
部
会
等
の
場
を
基
本
に

置
き
、
引
き
続
き
住
民
の
意
向
を
把
握

し
進
め
て
い
く
。

　
　

３
月
議
会
で
採
択
さ
れ
た
第
一
中

学
校
区
小
中
一
体
校
建
設
に
お
け
る
地

元
合
意
を
求
め
る
請
願
へ
の
責
任
あ
る

対
応
は
。

　
　

請
願
事
項
は
真
摯
に
受
け
止
め
て

い
る
。
た
だ
、
中
止
と
か
白
紙
撤
回
と

な
れ
ば
三
条
市
の
教
育
環
境
の
改
善
は

停
滞
す
る
。
一
体
校
建
設
の
具
体
化
、

完
成
後
の
ソ
フ
ト
の
充
実
整
備
が
教
育

委
員
会
の
責
務
で
あ
る
。

　
　

魚
沼
基
幹
病
院
の
場
合
、
構
想
か

ら
完
成
ま
で
お
お
む
ね
15
年
ほ
ど
か
か

る
。
そ
う
す
る
と
、
県
央
地
域
は
平
成

31
年
以
降
に
な
る
の
で
は
。

　
　

現
時
点
で
具
体
的
に
答
え
る
だ
け

の
材
料
は
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
。

　
　

完
成
ま
で
の
空
白
を
埋
め
る
手
立

て
が
な
い
と
、
こ
の
ま
ま
多
く
の
不
安

や
犠
牲
を
強
い
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
。

　
　

県
は
24
年
度
か
ら
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ

の
運
行
を
予
定
し
て
お
り
、
総
合
グ
ラ

ウ
ン
ド
と
基
地
病
院
の
新
大
医
歯
学
総

合
病
院
が
10
分
弱
で
結
ば
れ
る
。

　
　

こ
の
セ
ン
タ
ー
の
設
置
は
、
具
体

的
に
い
つ
ご
ろ
に
な
る
の
か
。

　
　

一
日
も
早
く
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー

併
設
の
基
幹
病
院
建
設
が
実
現
に
至
る

ま
で
努
力
す
る
。

　
　

修
学
旅
行
は
小
学
校
が
佐
渡
、
中

学
校
は
関
西
方
面
だ
が
、
学
校
に
よ
っ

て
費
用
や
内
容
に
差
が
あ
る
。
各
校

別
々
に
契
約
し
て
い
る
が
、
10
人
ほ
ど

で
契
約
す
る
よ
り
一
学
年
約
１
０
０
０

人
分
を
一
括
契
約
し
た
方
が
費
用
も
安

く
な
る
し
、
内
容
も
充
実
す
る
の
で
は

な
い
か
。

　
　

各
学
校
の
主
体
性
や
独
自
性
を
尊

重
し
た
い
。

　
　

小
中
学
校
の
給
食
で
地
産
地
消
の

効
果
が
出
て
い
る
の
な
ら
、
食
育
や
農

　
　

機
会
を
と
ら
え
て
県
に
要
請
し
て

い
き
た
い
。

業
振
興
な
ど
の
た
め
県
内
の
高
校
に
も

給
食
を
広
げ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

公
共
施
設
へ
の
チ
ラ
シ
や
ポ
ス
タ
ー
等

に
よ
り
注
意
喚
起
を
行
っ
て
い
く
。


